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１　前年度指摘事項等に対する措置等

（１）指摘事項
該当なし

（２）監査意見
該当なし

（３）決算審査意見
該当なし

２　前年度県議会決算審査特別委員会の指摘事項（口頭指摘を含む。）に対する処理状況
該当なし

３　職員の定員、現員調べ

4.4.1 3.4.1 4.4.1 3.4.1 4.4.1 3.4.1 4.4.1 3.4.1
現　在 現　在 現　在 現　在 現　在 現　在 現　在 現　在

定　　員 20 22 0 0 0 0 20 22

子どもの貧困関連業
務を家庭支援課へ移
管△1、課長はささ
えあい福祉局長が兼
務△1

(2) (3) (5) (5) (0) (0) (7) (8)

20 24 6 5 0 0 26 29

過 不 足
（△）

△ 1 △ 1 0 0 0 0 △ 1 △ 1 欠員△1

臨 時 的
任用職員

0 0 0 0 0 0 0 0

会計年度
任用職員

7 6 0 0 0 0 7 6
一般事務6名
事務補助1名

４　役付職員の調べ
（令和４年７月１日現在）

年 月

1 3

0 3

1 3

1 3

1 3

0 5

4 3

2 3

0 3

2 3

現　　員
育休等3名(定数外)
鳥取市派遣4名(定数
外)

在　職　期　間 備　　　　考

事務職員 技術職員 現業職員 合　計
備　　考

　　　種別
 区分

氏　　　　名職　　　　名

福祉保健部長
兼ささえあい福祉局長

中西 眞治
通算1年3か月
R3.4月～R4.3月福祉保健部長
兼健康医療局長

課長補佐 中村 礼

課長補佐 中島 進

ささえあい福祉局副局長
兼福祉保健課長

明場 達朗

課長補佐 沖村 昌治

地域福祉推進室長 八本 晃一
通算1年3か月
R3.4月～R4.3月くらし応援対
策室長

課長補佐 三浦 敏樹

課長補佐 岡村 浩

課長補佐 妹尾 史子

課長補佐 林 和彦
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５　主な事業に関する調べ

国庫支出金 起　　債 そ の 他
29,455 28,078

１　事業の目的、概要

２　事業の内容、実施の状況

区分
運営主体
職　　員

３　事業成果（改善状況）・課題等
（１）県計画の概要
・

・少年院における療育支援が必要な少年・保護者に対する県の関係機
関による相談支援

・民間団体のボランティア募集の呼びかけに対する協力
・県政だより等による更生保護の啓発等

⑤民間協力者の活動の推進、
広報・啓発活動の推進

犯罪をした者等が、適切な福祉支援等を受けることにより、円滑に社会の一員として復帰できるようにする
ことで、再び犯罪を行うことを防止し、県民が安全で安心して暮らせる地域づくりを行う。

（１）再犯防止推進協議会の開催
　ア　構成者
 　鳥取保護観察所、鳥取地方検察庁、各矯正施設等国の関係機関、更生保護に取り組む民間団体等
　イ　内　容
　・相互の情報交換や課題の共有
　・鳥取県再犯防止推進計画（以下「県計画」）の進捗管理、意見等

（２）鳥取県地域生活定着支援センターの運営
入口支援 出口支援

支援内容

１　被疑者・被告人段階の支援
・対象者の福祉サービス等に係るニーズ確
認
・更生計画の作成
・社会復帰後の受入施設等の確保や、直ち
に福祉サービス等を利用できるようにするた
めの体制整備（コーディネート）
２　社会復帰後の支援
・福祉サービス等に係る申請支援等
・地域生活支援に関するアフターケアなどの
フォローアップ
・相談支援
・地域ネットワークの構築（ケース会議、合同
支援会議、連絡会議等の開催）
・情報発信（地域住民等の理解が得られるよ
う普及啓発のための講演会等の開催）

１　刑務所出所前の支援
・保護観察所の生活環境調整への協力
・刑務所等出所後の受入施設等の確保
や、福祉サービス等を利用できるように
するための体制整備（コーディネート）
２　社会復帰後の支援
・福祉サービス等に係る申請支援等
・地域生活支援に関するアフターケアな
どのフォローアップ
・相談支援
・地域ネットワークの構築（ケース会議、
合同支援会議、連絡会議等の開催）
・情報発信（地域住民等の理解が得られ
るよう普及啓発のための講演会等を開
催）

（３）県計画に関する取組
　ア　地域の受け皿拡大　関係機関の連携強化、地域連携協議会の開催に向けた調整等
　イ　広報啓発　県政広報を活用した再犯防止月間の啓発等

一般社団法人とっとり東部権利擁護支援センター（鳥取市富安２丁目104－２）
相談支援員４名、事務職員１名

対象者

基本方針及び主な具体的施策
　犯罪をした者等が、多様化が進む社会において孤立することなく、再び社会を構成する一員となるこ
とにより再犯を防止し、県民が安全で安心して暮らせるよう、次の重点課題に取り組む。
　（計画期間　　平成30年度から令和４年度までの５年間）

・対象者への鳥取県立ハローワーク等の利用の周知
・保証人がいない場合の賃貸住宅に係る債務保証制度の創設の検討

・薬物依存症の相談拠点・治療拠点機関の設置の検討

（単位：千円）

政策項目

財　　源　　内　　訳
一般財源

1,377
－

大項目 －　　中項目 －　小項目 －
ＳＤＧｓゴール 03 すべての人に健康と福祉を

－

事　　　業　　　名
決算(見込)額

鳥取県再犯防止推進事業

将来ビジョン

令和新時代創生戦略

②就労・住居の確保

③保健医療・福祉サービスの
利用の促進

④非行の防止と、学校等と連
携した修学支援の実施

起訴猶予者、執行猶予者、罰金・科料を受
けた者等のうち、福祉的な支援が必要な者

刑務所を出所予定であるが帰住先がな
い障がい者又は高齢者

主な具体的施策
・再犯防止推進協議会の設置
・地域生活への円滑な移行や、地域生活における相談などを支援する
新たな機関の設置の検討

重点課題
①国・民間団体等との連携強
化
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（２）事業成果、効果、目標に対する達成状況

※最新

（ア）鳥取県地域生活定着支援センターの運営

（イ）関係機関との連携強化
・

・

・

・

（ウ）広報・啓発活動
・ 長年、刑務所でコンサート等の活動を行ってきた鳥取県出身のデュオ「Paix2」に感謝状を贈呈した。
・ ７月の「再犯防止啓発月間」に、SNSでの周知啓発を行った。

（３）令和３年度の事業実施に当たり改善等に取り組んだ点
・

（４）課題
・

・

・

・

イ　事業成果、効果

起訴猶予者、執行猶予者への支援にあたっては、限られた期間（勾留期間等）内で対象者を適切な福
祉サービスや住居・就労先などへつなげられるよう、鳥取地方検察庁や鳥取県弁護士会等関係機関と
の連携を一層図っていく必要がある。
地域生活定着支援センターの事務所所在地が鳥取市であることから東部圏域の支援件数が多くなっ
ているが、中部、西部圏域においても支援ニーズはあり、鳥取地方検察庁、鳥取県弁護士会、地元自
治体等と連携して中部、西部圏域の支援を行っていく必要がある。

関係者の再犯防止に関する取組や意義については、一般県民に充分に浸透しているとは言えず、引き
続き周知・広報を図る必要がある。

「地域連携協議会」への参加や関係機関による意見交換会の開催などを通して連携強化に取り組ん
だ。前者においては、初めて実施したが法務省地域再犯防止推進モデル事業の成果を市町村に共有
することや、国・県・市町村・民間団体等が連携した取組をどのように進めていくか等を広く共有・協議
することができた。後者においてはこれまで深めることができていなかった、現場担当者レベルでの支
援における共通の理解をもち、その方向性を確認することができた。

　高齢・障がいにより福祉的な支援を必要とする、矯正施設退所予定者及び退所者等に対し、矯正施
設や保護観察所等と連携・協働しつつ、入所中から退所後まで一貫した相談支援を実施することによ
り、その社会復帰及び地域生活への定着を支援し、再犯防止に資することを目的としてH23に設立し、
現在の運営主体に委託開始したH30からR３まで108名に対してコーディネート等支援した。

令和３年度から全国で開始された地域生活定着支援センターの「被疑者等支援業務」について、同セン
ター主催で開催された説明会に参加して意見交換を行い、連携強化を図った。（厚労省、地検、保護観
察所、少年鑑別支所、刑務所、県弁護士会から合計49名が参加）

「鳥取県再犯防止推進会議」を令和４年３月に開催し、関係機関での情報共有・意見交換を通じて、
国、県、民間支援団体、刑事司法等関係機関でのネットワーク構築を進めた。

法務省主催地域連携協議会を調整・実施した（全３回）。幅広い行政機関や民間団体が連携した取組
をどのように進めていくか等を協議して課題を共有することができた。特に、これまで本事業では市町
村との協働が少なかったという面で、意義深いものとなった。

再犯防止の取組においては、福祉の実施主体である市町村の関与が不可欠である。市町村における
再犯防止の取組推進について協力、働きかけが必要である。

入口支援に関して関係機関での意見交換会や研修会を行ったことで、地域生活定着支援センターの業
務に対する認知度がより広がり、重要性の理解が進んだ。
※入口支援：障がい又は高齢により福祉的支援を必要とする被疑者・被告人等に対して福祉的な支援
や相談対応を実施すること。

ア　目標に対する達成状況　　刑法犯検挙者中の再犯者率を、令和４年度末までに20％にする。

年度 Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 R１ R２
再犯者率 27.4% 31.8% 30.8% 28.0% 25.6%
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国庫支出金 起　　債 そ の 他
56,764 20,447 3,946

１　事業の目的、概要
　生活困窮者等の自立に向けた包括的支援（生活・社会訓練、家計支援、就労支援、経済的支援等）
を行う。

２　事業の内容、実施の状況
（１）生活困窮者自立支援事業

　県福祉事務所を設置する三朝町、大山町における生活困窮者自立支援法に基づく必須及び任意事業
の実施

※①の就労支援員（大山町）は町村と共同設置。②は県直営、その他は委託実施（町社協等）。
　

　市町村に対して、生活困窮者自立支援制度に関する後方支援（養成研修・現任研修の実施、
支援員からの相談対応、関係機関との支援ネットワーク形成等）を行う。（委託実施）

（３）ファイナンシャルプランナーと連携した家計支援事業
　生活困窮の未然防止策として、ファイナンシャルプランナーによる世代に応じた家計啓発セミナー
及び個別相談等を実施する。（委託実施）

（４）被保護者自立（就労）支援事業
　県西部福祉事務所に圏域町村と共同で就労支援員を配置して、被保護者に対して就労指導、
就労斡旋、職場開拓等を実施する。（中部は委託実施）

（５）見舞金
　県内の被保護者、母子生活支援施設入所者に対して、夏季に見舞金を支給する。

３　事業成果（改善状況）・課題等
（１）事業の実施状況

ア　三朝町・大山町における生活困窮者自立支援事業の実施

○対象者　生活保護に至る前の段階の生活困窮者（一部事業は生活保護受給者も対象）

③就労準備支援事業
【任意】

④家計改善支援事業
【任意】

⑤学習支援事業
【任意】

生活困窮者に対する相談支援等（主任相談員、相談員、就労支援員
を配置）、地域における関係機関とのネットワークづくり

事業の内容

離職者等のうち所得等が一定水準以下の者に対する有期での家賃相
当額の給付

直ちに一般就労への移行が困難な生活困窮者に対する生活・社会・
就労訓練の実施、職業体験やボランティア活動に協力する事業所等
の確保

家計管理に課題を抱える生活困窮者に対する公的制度の利用支援や
家計収支改善等に関する支援

生活困窮世帯、生活保護世帯の子どもに対する学習支援（大山町の
み）

将来ビジョン

政策項目

令和新時代創生戦略
大項目 －　　中項目 －　小項目 －
ＳＤＧｓゴール －
－

①自立相談支援事業
【必須】

項目

②住居確保給付金
【必須】

財　　源　　内　　訳
一般財源

32,371
－

（単位：千円）

決算(見込)額
事　　　業　　　名

生活困窮者に係る総合支援事業

（２）県による市町村支援事業
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○事業内容

イ　生活困窮者自立支援制度の促進に資するバックアップ事業の実施
○委託先：鳥取県社会福祉協議会
○対象地域：県全域
○事業内容：県内市町村における生活困窮者自立支援制度の円滑な実施を図るため、人材育成、
　　　　　　ネットワークの構築、社会資源の開拓及び関係する情報の収集・提供等のバック

　　　　　　　アップ支援を行った。
＜具体的な実施状況＞
・相談・助言

・研修会・セミナー等
各自治体の生活困窮者自立支援機関の支援員等に対する研修会・セミナーを開催
 開催日 参加者数

R３.４.27 12人

R３.７.26
ほか５回

全６回：
117人

R３.８.６ 46人

R３.12.13
ほか２回

全３回：
56人

R４.２.18 61人

学習支援事業
（任意事業）

【大山町】（利用実人員：３名）

・大山町社会福祉協議会に委託

・教員ＯＢ等のボランティアによる学習支援を実施

【大山町】（利用実人員：３名）

・大山町社会福祉協議会に委託

・面談による収支状況の聞き取り、家計管理表の作成等を通じて、生活面や家計
等について状況に応じて助言を実施

事業名 概　要

・各町社会福祉協議会に委託し、窓口を設置（主任相談支援員、相談支援員、就
労支援員を配置）
　※就労支援員は中部及び西部圏域でそれぞれの各町村と共同設置

・相談支援、アセスメント、チーム支援の実施（相談者数：80件(三朝町23件、大
山町57件)、プラン作成：６件（三朝町２件、大山町４件））

包括的支援体制整備推進に係る人材育成研修（全３回）
（講師：文京学院大学大学院人間学研究科　中島修教授、日本社会
事業大学社会福祉学部福祉計画学科　菱沼幹男准教授）

生活困窮者自立支援セミナー・地域共生社会の実現に向けた包括的
な支援体制整備に関するセミナー
（講師：ご近所福祉クリエイション　酒井保氏）

包括的支援体制整備に係る担当者研修
（講師：厚生労働省社会・援護局地域福祉課　大和望係長、鳥羽市
健康福祉課　沼浩嗣氏）

　各自治体の生活困窮者自立支援機関に対して、電話や訪問、メール等により、相談・助言を随
時実施

住居確保給付金
（必須事業）

・失業等により住居を失った、又は失う虞のある相談者に対して住居確保のため
の給付金支給及び就労支援を行う。（三朝町０件、大山町０件）

就労準備支援事業
（任意事業）

体験活動を実施。
・就労支援：支援対象者が自立した生活が営めるよう、個別プログラム

（自己分析・振り返り）を作成し、農業体験や手工芸・調理実習等
を行い、目標達成に向けた支援を実施。

・状況を聞き取った上で、地域でのボランティア活動等を計画していたが、
利用者の体調不良等により実施には至らなかった。
【大山町】（利用実人員：16名）

・大山町社会福祉協議会に委託

・居場所・交流支援：“さくらカフェ”を大山町社会福祉協議会内で開催。
他者との交流を通じた仲間づくり・社会性向上支援、社会

自立相談支援事業
（必須事業）

研修名

初任者研修
（講師：国研修を修了した自立相談支援機関職員３名）

生活困窮者自立支援制度人材養成研修（都道府県研修）
※国の人材養成研修と併せて受講することで修了認定となる。

【三朝町】（利用実人員：２名）

・三朝町社会福祉協議会に委託

家計改善支援事業
（任意事業）

【三朝町】（利用実人員：２名）

・三朝町社会福祉協議会に委託

・生活福祉資金の特例貸付の手続きと併せて、家計状況等の聞き取り等を通じて

状況に応じた助言を実施

5



・関係機関による連絡会議
時期 開催地域

・その他の取組
実施時期等

ウ　ファイナンシャルプランナーと連携した家計支援事業の実施
○(株)そうだんひろばへ委託実施

（２）令和３年度の事業実施に当たり改善等に取り組んだ点
ア 三朝町・大山町における生活困窮者自立支援事業等

イ 生活困窮者自立支援制度の促進に資するバックアップ事業

（３）成果及び効果
ア 三朝町・大山町における生活困窮者自立支援事業等

イ 生活困窮者自立支援制度の促進に資するバックアップ事業

（４）課　題

　令和５年１月から生活福祉資金特例貸付の償還が始まることを踏まえ、借入者へのきめ細かい
フォローを行う必要があるが、単独の自立相談支援機関では、マンパワー、ノウハウ、就労体験先
の事業所等が不足している場合がある。
　相談員や支援員の手が回りにくい部分に対するサポートがあれば、きめ細かい支援が実施できる
という声もあることから、県が広域的な観点も持ちながら自立支援機関をサポートしていくことが
必要である。

圏域ごとに
３か所で開
催

　福祉、就労、医療、司法等関係機関により、生活困難者対策につ
いて情報交換、課題検討を実施（東部34機関、中部28機関、西部38
機関）

　就労準備支援事業において、個別プログラムを作成し、利用者の能力をアセスメントしなが
ら、希望に沿った就労を目指して支援を行った結果、３名の就職が決定。また、家計改善支援
事業において、毎月の支出等を把握し、状況に応じた助言等を行うことで家計の収支のバラン
スが改善するなどの成果があった。

　学習支援事業について、利用者である不登校傾向の中学生に対し、学校関係者や要保護児童
対策協議会担当者と連携して介入を続けた結果、当該不登校傾向の中学生が週３日程度の登校
を維持できるようになるなどの成果があった。

　生活福祉資金の特例貸付の延長措置への対応など、自立支援機関に対して連絡会や文書等に
より情報提供を行うことで、円滑な事業実施につながっている。

　広域ネットワーク会議において、現状・課題の共有や支援制度等について意見交換を行うと
ともに、ホームページに本会議の構成機関の主な業務内容や連絡先等を掲載し、機関相互の連
携・協働を推進した。

　令和２年度に国から移管された都道府県研修について、初年度の実施状況を踏まえ、複数の
テーマを設定し、日程を分けて実施するなど、相談支援等に携わる市町村担当者等の多様な
ニーズに幅広く対応できるよう工夫しながら実施した。

　生活困窮の未然防止を図るため、ファイナンシャルプランナーによる世代に応じた家計啓発
セミナー及び個別相談を実施。（年間11回開催。延べ216人参加。）

　新型コロナウイルス感染症の影響を考慮し、新たにメールによる相談受付が可能となるよう
ホームページをリニューアルするなどの改善を行った。相談件数は、依然としてコロナ前と比
較して高い水準にある中、生活福祉資金の利用と併せて家計改善支援事業を活用するなど、相
談者の生活再建を図る上で必要となる各種制度を組み合わせて支援を実施した。

－

鳥取市、倉
吉市、北栄

町

８月・10月

〇生活困窮者自立支援推進会議（広域ネットワーク会議）

８回

〇広域ネットワーク会議構成機関の連携推進のためのホームページ作成

　広域ネットワーク会議構成機関相互の連携・協働推進を目的に、機関の主な業務
内容や連絡先等をとりまとめて掲載

取組内容

　支援調整会議や事例検討等への専門家派遣を支援（社会保険労務士（３件）、精
神科医（１件））

〇専門家派遣事業の実施

〇各種研修会等への参加・事業説明
　生活困窮者地域支援ネットワーク推進会議（三朝町）、倉吉市あんしんネット
ワーク会議、ひきこもり支援ネットワーク連絡会など

会議内容
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5
,0

0
0

0
0

8
3
4
,4

4
4
,0

0
0

8
1
0
,4

9
3
,3

9
8

8
1
0
,4

9
3
,3

9
8

0
0

2
3
,9

5
0
,6

0
2

薬
務

費
6
0
,0

0
0

0
0

△
 6

0
,0

0
0

0
0

0
0

0
0

(3
7
,1

8
4
,0

0
0
)

(3
7
,1

8
4
,0

0
0
)

(1
7
,3

8
2
,0

0
0
)

(1
7
,3

8
2
,0

0
0
)

(1
9
,8

0
2
,0

0
0
)

4
,8

5
2
,1

8
0
,0

0
0

6
,4

9
7
,9

8
3
,0

0
0

3
7
,1

8
4
,0

0
0

6
3
,3

5
0
,1

4
9

1
1
,4

5
0
,6

9
7
,1

4
9

1
0
,8

5
7
,5

0
2
,7

6
8

1
0
,6

9
9
,2

5
7
,6

2
5

1
5
8
,2

4
5
,1

4
3

1
2
1
,1

9
4
,0

0
0

4
7
2
,0

0
0
,3

8
1

当
初

予
算

額
補

正
予

算
額

計
本

　
　

庁
出

納
機

関

歳 　 　 　 　 　 出区 　 分
科

　
　

目

予
　

　
　

　
　

算
　

　
　

　
　

現
　

　
　

　
　

額
支

出
済

額
（
決

算
額

）

支
出

済
額

の
内

訳

合
　

　
　

　
　

計

差
引

残
額

（
不

用
額

）
備

　
考

翌
年

度
繰

越
額

8



７
　

事
業

別
実

施
状

況
調

べ
(
単

位
：

円
)

当
初

予
算

額
補

正
予

算
額

継
続

費
及

び
繰

越
事

業
費

繰
　

越
　

額

予
 
備

 
費

支
出

及
び

流
用

増
減

計 Ａ

配
当

替
分

（
一

般
管

理
費

）

一
般

管
理

費
0

0
0

1
,
5
9
3
,
1
4
9

1
,
5
9
3
,
1
4
9

1
,
5
9
3
,
1
4
9

0
0

1
0
0
%
1
,
5
9
3
,
1
4
9
円

は
財

政
課

よ
り

所
管

替
配

当

一
般

的
調

整
事

務
経

費
の

予
備

枠
0

0
0

1
0
,
4
0
0
,
0
0
0

1
0
,
4
0
0
,
0
0
0

1
0
,
3
8
5
,
1
8
7

0
1
4
,
8
1
3

9
9
%
1
0
,
4
0
0
,
0
0
0
円

は
財

政
課

よ
り

所
管

替
配

当

【
燃

油
高

騰
対

策
】

生
活

者
支

援
事

業
（

財
政

課
予

算
）

0
0

0
5
0
,
0
0
0
,
0
0
0

5
0
,
0
0
0
,
0
0
0

4
2
,
0
5
9
,
0
0
0

0
7
,
9
4
1
,
0
0
0

8
4
%
5
0
,
0
0
0
,
0
0
0
円

は
財

政
課

よ
り

所
管

替
配

当

目
　

　
　

　
計

0
0

0
6
1
,
9
9
3
,
1
4
9

6
1
,
9
9
3
,
1
4
9

5
4
,
0
3
7
,
3
3
6

0
7
,
9
5
5
,
8
1
3

8
7
%

（
諸

費
）

福
祉

保
健

部
国

庫
返

還
金

調
整

事
業

1
1
3
,
0
0
0
,
0
0
0

3
,
1
6
2
,
2
2
0
,
0
0
0

0
0

3
,
2
7
5
,
2
2
0
,
0
0
0

3
,
2
5
0
,
0
7
3
,
8
7
7

0
2
5
,
1
4
6
,
1
2
3

9
9
%
　

目
　

　
　

　
計

1
1
3
,
0
0
0
,
0
0
0

3
,
1
6
2
,
2
2
0
,
0
0
0

0
0

3
,
2
7
5
,
2
2
0
,
0
0
0

3
,
2
5
0
,
0
7
3
,
8
7
7

0
2
5
,
1
4
6
,
1
2
3

9
9
%

（
社

会
福

祉
総

務
費

）

職
員

人
件

費
8
2
3
,
4
6
3
,
0
0
0

4
1
5
,
0
0
0

0
0

8
2
3
,
8
7
8
,
0
0
0

7
3
8
,
9
1
0
,
0
6
4

0
8
4
,
9
6
7
,
9
3
6

9
0
%

福
祉

保
健

課
1
6
人

福
祉

監
査

指
導

課
４

人
障

が
い

福
祉

課
2
2
人

長
寿

社
会

課
1
3
人

医
療

・
保

険
課

５
人

中
部

総
合

事
務

所
県

民
福

祉
局

1
8
人

西
部

総
合

事
務

所
県

民
福

祉
局

2
2
人

合
計

1
0
0
人

心
の

バ
リ

ア
フ

リ
ー

推
進

事
業

9
9
3
,
0
0
0

0
0

4
3
,
4
7
0

1
,
0
3
6
,
4
7
0

9
7
8
,
0
3
8

0
5
8
,
4
3
2

9
4
%

事
業

計
画

と
実

績
・

成
果

、
繰

越
、

不
用

額
の

理
由

等

翌
年

度
繰

越
額

Ｃ

差
引

残
額

（
不

用
額

）
Ａ

-
Ｂ

-
Ｃ

執
行

率 B
/
A

　
人

事
異

動
に

伴
う

赴
任

旅
費

で
あ

る
。

　
福

祉
保

健
部

の
所

管
の

過
年

度
国

庫
補

助
（

負
担

金
）

事
業

に
つ

い
て

、
精

算
に

よ
る

額
の

確
定

の
結

果
、

受
取

超
過

と
な

っ
た

も
の

に
つ

い
て

国
へ

の
返

還
金

と
し

て
払

っ
た

も
の

で
あ

る
。

　
高

齢
者

、
障

が
い

者
、

妊
産

婦
等

が
利

用
し

や
す

い
公

共
的

施
設

の
整

備
を

促
進

し
、

誰
も

が
住

み
よ

い
ま

ち
づ

く
り

を
推

進
す

る
。

・
ハ

ー
ト

フ
ル

駐
車

場
協

力
施

設
（

新
規

：
９

施
設

、
計

7
6
8
施

設
）

・
福

祉
の

ま
ち

づ
く

り
に

対
す

る
理

解
を

深
め

る
た

め
、

小
学

生
向

け
の

冊
子

を
作

成
、

配
布

。
（

作
成

部
数

：
7
,
6
4
1
部

、
小

学
4
年

生
対

象
）

・
鳥

取
県

福
祉

の
ま

ち
づ

く
り

推
進

協
議

会
を

２
回

開
催

し
、

福
祉

の
ま

ち
づ

く
り

条
例

の
見

直
し

を
行

っ
た

。
＜

流
用

額
＞

2
1
,
8
0
0
円

は
民

生
委

員
費

か
ら

流
用

6
6
,
0
0
0
円

は
福

祉
人

材
研

修
セ

ン
タ

ー
管

理
運

営
委

託
費

か
ら

流
用

4
4
,
3
3
0
円

は
福

祉
保

健
部

管
理

運
営

費
（

民
生

費
）

に
流

用

　
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

対
策

に
係

る
倉

吉
・

米
子

保
健

所
等

で
の

標
準

事
務

費
の

執
行

増
に

対
応

し
た

も
の

で
あ

る
。

　
燃

油
価

格
の

高
騰

を
受

け
て

、
低

所
得

者
に

対
し

て
灯

油
購

入
費

等
の

助
成

を
行

う
市

町
村

に
補

助
金

を
交

付
し

た
。

事
　

業
　

名

予
　

　
算

　
　

現
　

　
額

支
出

済
額

（
決

算
額

）
Ｂ
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鳥
取

県
立

福
祉

人
材

研
修

セ
ン

タ
ー

管
理

委
託

費
3
8
,
3
2
1
,
0
0
0

0
0

1
6
5
,
0
0
0

3
8
,
4
8
6
,
0
0
0

3
6
,
6
1
4
,
2
0
2

0
1
,
8
7
1
,
7
9
8

9
5
%

鳥
取

県
社

会
福

祉
協

議
会

活
動

費
交

付
金

事
業

1
0
1
,
0
2
8
,
0
0
0

0
0

0
1
0
1
,
0
2
8
,
0
0
0

9
9
,
4
8
5
,
2
2
5

0
1
,
5
4
2
,
7
7
5

9
8
%

（
主

）
鳥

取
県

再
犯

防
止

推
進

事
業

3
1
,
4
3
2
,
0
0
0

△
 
1
,
7
7
8
,
0
0
0

0
1
,
2
8
5
,
0
0
0

3
0
,
9
3
9
,
0
0
0

2
9
,
4
5
4
,
6
9
9

0
1
,
4
8
4
,
3
0
1

9
5
%
「

５
主

な
事

業
に

関
す

る
調

べ
」

に
記

載

災
害

時
に

お
け

る
福

祉
支

援
機

能
強

化
事

業
1
,
5
0
0
,
0
0
0

0
0

△
 
4
5
3
,
0
0
0

1
,
0
4
7
,
0
0
0

9
1
8
,
5
0
0

0
1
2
8
,
5
0
0

8
8
%

　
県

立
福

祉
人

材
研

修
セ

ン
タ

ー
の

管
理

運
営

を
指

定
管

理
者

で
あ

る
県

社
会

福
祉

協
議

会
に

委
託

し
た

。
（

指
定

管
理

期
間

：
平

成
3
1
年

４
月

１
日

～
令

和
６

年
３

月
3
1
日

）
＜

流
用

額
＞

2
3
1
,
0
0
0
円

は
民

生
委

員
費

か
ら

流
用

6
6
,
0
0
0
円

は
心

の
バ

リ
ア

フ
リ

ー
推

進
事

業
に

流
用

　
県

社
会

福
祉

協
議

会
が

、
従

来
行

っ
て

い
た

補
助

事
業

と
委

託
事

業
を

交
付

金
化

し
、

組
織

体
制

の
安

定
化

・
強

化
を

図
る

と
と

も
に

、
県

社
会

福
祉

協
議

会
の

専
門

性
や

企
画

立
案

能
力

を
活

用
し

、
自

主
的

に
福

祉
課

題
に

対
応

で
き

る
事

業
を

実
施

す
る

体
制

を
整

え
、

県
社

会
福

祉
協

議
会

の
一

層
の

機
能

強
化

を
図

っ
た

。
＜

主
な

事
業

＞
（

１
）

県
社

会
福

祉
協

議
会

運
営

費
助

成
事

業
　

　
役

員
、

管
理

部
門

、
地

域
福

祉
活

動
を

推
進

す
る

指
導

員
な

ど
の

人
件

費
、

県
社

会
福

祉
協

議
会

負
担

分
を

除
く

諸
団

体
負

担
の

光
熱

水
費

、
建

物
使
用

料
及

び
交

付
金

制
度

の
評

価
を

行
う

外
部

有
識

者
に

よ
る

評
価

機
関

の
　

設
置

経
費

へ
助

成
し

た
。

（
２

）
基

盤
整

備
事

業
　

　
○

福
祉

人
材

育
成

確
保

事
業

　
　

　
・

県
内

の
高

校
生

7
9
名

に
対

し
、

介
護

職
員

出
前

講
座

等
の

際
に

介
護

の
仕

事
に

つ
い

て
の

イ
メ

ー
ジ

や
進

路
・

職
業

選
択

に
対

す
る

意
識

調
査

を
行

っ
た

。
こ

の
結

果
、

介
護

の
仕

事
へ

の
理

解
は

深
ま

り
、

や
り

が
い

が
　

　
　

あ
る

と
感

じ
た

と
の

回
答

は
９

割
を

超
え

た
が

、
一

方
で

給
与

面
で

安
い

と
い

う
イ

メ
ー

ジ
が

８
割

程
度

あ
っ

た
た

め
、

ワ
ー

ク
ラ

イ
フ

バ
ラ

ン
ス
や

給
与

面
で

の
改

善
が

進
ん

で
い

る
こ

と
を

伝
え

て
い

く
方

針
で

あ
る

。
　

　
　

・
介

護
専

門
職

員
の

研
修

（
3
5
回

）
や

こ
の

研
修

に
関

す
る

企
画

委
員

会
を

開
催

（
２

回
）

し
た

。
　

　
　

・
福

祉
職

場
に

お
け

る
若

手
職

員
等

の
離

職
率

の
高

さ
が

問
題

と
な

る
中

、
メ

ン
タ

ル
面

で
の

サ
ポ

ー
ト

や
職

場
環

境
の

改
善

を
目

的
と

し
た

研
修
会

を
開

催
し

た
。

（
開

催
回

数
：

２
回

、
参

加
人

数
：

合
計

1
9
2
名

）

　
　

○
地

域
共

生
社

会
実

現
支

援
事

業
　

　
　

・
市

町
村

社
会

福
祉

協
議

会
ご

と
に

担
当

職
員

を
配

置
し

、
訪

問
ヒ

ア
リ

ン
グ

な
ど

を
通

じ
て

各
市

町
村

社
会

福
祉

協
議

会
の

課
題

を
把

握
し

ア
ド
バ

イ
ス

を
行

う
と

と
も

に
、

市
町

村
社

会
福

祉
協

議
会

が
行

う
地

域
福

祉
　

　
　

活
動

計
画

の
策

定
（

改
定

）
を

働
き

か
け

た
。

　
　

　
・

平
成

2
8
年

の
社

会
福

祉
法

改
正

に
よ

り
、

社
会

福
祉

法
人

に
お

い
て

は
「

地
域

に
お

け
る

公
益

的
な

取
組

」
の

実
施

が
努

力
義

務
と

な
っ

た
。

未
記

載
の

法
人

に
働

き
か

け
た

結
果

、
県

内
の

1
1
2
法

人
す

べ
て

が
取

組
を

行
う

　
　

　
こ

と
と

な
っ

た
。

　
　

○
災

害
救

援
プ

ラ
ッ

ト
フ

ォ
ー

ム
機

能
整

備
事

業
　

　
　

・
ワ

ー
キ

ン
グ

ル
ー

プ
で

検
討

を
重

ね
な

が
ら

、
外

部
講

師
を

招
い

た
研

修
会

を
実

施
し

て
B
C
P
を

策
定

し
た

。
　

　
　

・
県

内
に

お
け

る
災

害
時

の
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
セ

ン
タ

ー
の

運
営

に
関

わ
る

団
体

と
平

成
3
0
年

度
に

協
定

を
結

び
、

災
害

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

活
動

状
況

等
に

つ
い

て
情

報
共

有
を

行
う

と
と

も
に

、
意

見
交

換
・

協
議

を
通

し
て

ネ
ッ

ト
　

　
　

ワ
ー

ク
強

化
に

努
め

た
。

　
　

　
・

被
災

地
災

害
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
セ

ン
タ

ー
運

営
支

援
の

ス
キ

ル
ア

ッ
プ

の
た

め
、

各
種

研
修

会
に

参
加

し
た

。

　
職

能
３

団
体

（
鳥

取
県

社
会

福
祉

士
会

、
鳥

取
県

介
護

福
祉

士
会

、
鳥

取
県

介
護

支
援

専
門

員
連

絡
協

議
会

）
と

締
結

し
た

災
害

時
の

応
援

協
定

に
基

づ
き

、
災

害
発

生
時

に
県

内
及

び
県

外
の

被
災

地
で

不
足

す
る

福
祉

人
材

を
派

遣
す

る
「

災
害

派
遣

福
祉

チ
ー

ム
（

D
W
A
T
）

」
の

活
動

の
た

め
に

、
研

修
を

実
施

し
た

。
◆

鳥
取

県
災

害
派

遣
福

祉
チ

ー
ム

　
基

礎
研

修
　

第
１

回
（

令
和

３
年

９
月

2
9
日

（
水

）
、

オ
ン

ラ
イ

ン
実

施
）

1
8
人

参
加

、
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

第
２

回
（

令
和

３
年

1
0
月

1
4
日

（
木

）
、

オ
ン

ラ
イ

ン
実

施
）

3
6
人

参
加

◆
鳥

取
県

災
害

派
遣

福
祉

チ
ー

ム
 
ス

キ
ル

ア
ッ

プ
研

修
（

令
和

３
年

1
1
月

1
6
日

（
火

）
、

オ
ン

ラ
イ

ン
実

施
）

2
3
人

参
加

＜
流

用
額

＞
4
5
3
,
0
0
0
円

は
福

祉
保

健
部

管
理

運
営

費
（

民
生

費
）

に
流

用

＜
流

用
額

＞
1
,
2
8
5
,
0
0
0
円

は
長

寿
社

会
課

（
い

き
い

き
シ

ニ
ア

人
生

充
実

応
援

事
業

）
か

ら
流

用
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福
祉

人
材

の
資

質
向

上
支

援
事

業
2
,
0
3
2
,
0
0
0

0
0

0
2
,
0
3
2
,
0
0
0

1
,
7
4
8
,
4
2
0

0
2
8
3
,
5
8
0

8
6
%

福
祉

人
材

セ
ン

タ
ー

運
営

事
業

7
,
8
5
2
,
0
0
0

0
0

0
7
,
8
5
2
,
0
0
0

7
,
3
2
5
,
3
9
5

0
5
2
6
,
6
0
5

9
3
%

民
生

委
員

費
8
2
,
7
3
6
,
0
0
0

0
0

△
 
2
4
9
,
8
0
0

8
2
,
4
8
6
,
2
0
0

7
6
,
2
6
6
,
3
8
6

0
6
,
2
1
9
,
8
1
4

9
2
%

（
１

）
鳥

取
県

福
祉

研
究

学
会

事
業

　
　

社
会

福
祉

に
関

す
る

県
内

の
優

れ
た

業
務

・
活

動
・

研
究

の
成

果
を

同
時

に
発

表
す

る
場

を
設

け
、

優
秀

者
に

対
し

顕
彰

す
る

な
ど

に
よ

り
、

社
会

福
祉

関
係

者
の

意
欲

の
向

上
を

図
る

と
と

も
に

、
そ

の
成

果
を

広
く

普
及

さ
せ

る
「

鳥
取

県
福

祉
研

究
学

会
」

に
対

し
て

支
援

を
行

っ
た

。
　

 
 
＜

研
究

発
表

会
の

開
催

＞
　

　
 
 
 
 
開

催
日

：
令

和
４

年
２

月
2
6
日

（
土

）
～

令
和

４
年

３
月

1
1
日

（
金

）
　

　
 
 
 
 
場

　
所

：
オ

ン
デ

マ
ン

ド
開

催
　

　
 
 
 
 
参

加
者

：
1
3
3
名

（
２

）
対

人
援

助
研

修
事

業
　

　
多

機
関

の
協

働
に

よ
る

支
援

体
制

を
強

化
す

る
た

め
、

関
連

機
関

の
多

職
種

を
対

象
に

、
各

福
祉

分
野

に
共

通
す

る
対

人
援

助
業

務
の

ス
キ

ル
ア

ッ
プ
、

基
礎

研
修

及
び

応
用

研
修

を
行

っ
た

。
　

　
　

①
基

礎
研

修
の

開
催

（
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
対

策
の

た
め

オ
ン

ラ
イ

ン
開

催
と

し
、

西
部

地
区

か
ら

県
内

全
域

に
配

信
）

　
　

　
　

西
部

：
令

和
３

年
1
0
月

3
1
日

（
日

）
／

オ
ン

ラ
イ

ン
研

修
／

参
加

者
3
8
人

　
　

　
②

応
用

研
修

の
開

催
　

　
　

　
東

部
：

令
和

４
年

３
月

1
9
日

（
土

）
／

オ
ン

ラ
イ

ン
／

参
加

者
1
1
人

　
　

　
　

中
部

：
令

和
４

年
２

月
1
5
日

（
火

）
／

オ
ン

ラ
イ

ン
／

参
加

者
1
4
人

　
　

　
　

西
部

：
令

和
４

年
３

月
６

日
（

日
）

／
米

子
コ

ン
ベ

ン
シ

ョ
ン

セ
ン

タ
ー

　
３

階
　

第
２

会
議

室
／

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
拡

大
防

止
の

観
点

で
中

止
。

　
社

会
福

祉
法

第
９

３
条

に
基

づ
き

鳥
取

県
知

事
が

福
祉

人
材

セ
ン

タ
ー

と
し

て
指

定
（

H
５

.
６

.
１

付
）

し
た

県
社

会
福

祉
協

議
会

に
、

福
祉

人
材

無
料

職
業

紹
介

等
を

行
う

「
福

祉
人

材
セ

ン
タ

ー
」

の
運

営
に

係
る

事
業

を
委

託
し

、
実

施
し

た
。

・
福

祉
人

材
無

料
職

業
紹

介
　

求
職

相
談

受
付

1
,
5
0
7
人

、
新

規
求

人
1
,
3
4
5
件

、
採

用
決

定
1
8
0
件

・
就

職
フ

ェ
ア

開
催

　
等

　
※

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

拡
大

の
影

響
に

よ
り

、
従

来
の

集
会

形
式

を
中

止
し

、
ウ

ェ
ブ

開
催

の
み

と
な

っ
た

。

　
民

生
委

員
・

児
童

委
員

の
活

動
に

対
す

る
手

当
を

支
給

す
る

と
と

も
に

、
県

民
生

児
童

委
員

協
議

会
及

び
地

区
民

生
児

童
委

員
協

議
会

の
育

成
を

図
っ

た
。

・
民

生
委

員
数

1
,
1
4
4
人

（
令

和
３

年
度

末
現

在
）

・
地

区
協

議
会

数
6
2
地

区
※

民
生

委
員

数
及

び
地

区
協

議
会

数
は

鳥
取

市
（

中
核

市
）

分
を

除
く

（
実

績
）

・
各

種
研

修
会

開
催

　
（

民
生

委
員

児
童

委
員

継
続

養
成

研
修

会
（

３
地

区
）

、
民

生
委

員
・

児
童

委
員

リ
ー

ダ
ー

研
修

会
　

等
）

・
全

国
大

会
及

び
研

修
会

等
へ

の
参

加
　

（
全

国
民

生
委

員
児

童
委

員
大

会
（

令
和

３
年

度
は

、
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
防

止
の

た
め

規
模

を
縮

小
し

て
開

催
）

、
全

国
児

童
委

員
・

主
任
児

童
委

員
活

動
研

修
会

、
民

生
委

員
・

児
童

委
員

リ
ー

ダ
ー

研
修

会
、

等
）

・
指

定
民

生
児

童
委

員
協

議
会

（
モ

デ
ル

活
動

地
区

）
の

育
成

　
等

＜
流

用
額

＞
2
1
,
8
0
0
円

は
心

の
バ

リ
ア

フ
リ

ー
推

進
事

業
に

流
用

2
3
1
,
0
0
0
円

は
鳥

取
県

立
福

祉
人

材
研

修
セ

ン
タ

ー
管

理
委

託
費

に
流

用
5
6
1
,
0
0
0
円

は
子

ど
も

の
貧

困
対

策
総

合
支

援
事

業
に

流
用

5
6
4
,
0
0
0
円

は
福

祉
保

健
部

管
理

運
営

費
（

民
生

費
）

か
ら

流
用
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県
民

総
合

福
祉

大
会

開
催

事
業

1
,
2
0
0
,
0
0
0

0
0

0
1
,
2
0
0
,
0
0
0

7
9
2
,
1
0
9

0
4
0
7
,
8
9
1

6
6
%

日
常

生
活

自
立

支
援

事
業

4
5
,
8
8
5
,
0
0
0

0
0

0
4
5
,
8
8
5
,
0
0
0

4
5
,
8
8
5
,
0
0
0

0
0

1
0
0
%

支
え

愛
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
養

成
・

福
祉

教
育

推
進

事
業

1
2
,
8
1
1
,
0
0
0

0
0

0
1
2
,
8
1
1
,
0
0
0

1
2
,
8
1
1
,
0
0
0

0
0

1
0
0
%

成
年

後
見

支
援

セ
ン

タ
ー

運
営

支
援

事
業

1
3
,
5
0
0
,
0
0
0

0
0

0
1
3
,
5
0
0
,
0
0
0

1
3
,
5
0
0
,
0
0
0

0
0

1
0
0
%

生
活

福
祉

資
金

貸
付

事
業

2
2
,
1
4
5
,
0
0
0

0
0

0
2
2
,
1
4
5
,
0
0
0

2
2
,
1
4
4
,
2
0
0

0
8
0
0

9
9
%

①
生

活
福

祉
資

金
貸

付
事

業
補

助
金

　
生

活
福

祉
資

金
貸

付
事

業
を

実
施

す
る

県
社

会
福

祉
協

議
会

に
対

し
て

、
事

業
費

（
人

件
費

、
庁

費
、

事
務

費
等

）
の

補
助

を
行

っ
た

。
②

被
災

者
生

活
復

興
支

援
貸

付
事

業
（

生
活

福
祉

資
金

利
子

補
給

事
業

）
　

県
社

会
福

祉
協

議
会

が
行

う
鳥

取
県

中
部

地
震

に
伴

う
生

活
福

祉
資

金
貸

付
事

業
に

つ
い

て
、

償
還

に
係

る
利

子
相

当
額

を
軽

減
す

る
た

め
、

そ
の

利
子
軽

減
額

に
対

す
る

補
助

を
行

っ
た

。

　
県

民
の

多
く

が
参

加
し

、
地

域
福

祉
を

身
近

な
問

題
と

し
て

受
け

止
め

、
福

祉
の

ま
ち

づ
く

り
に

対
す

る
理

解
を

深
め

る
と

と
も

に
、

本
県

の
社

会
福

祉
の

発
展

に
功

労
の

あ
っ

た
方

々
の

顕
彰

を
行

う
こ

と
に

よ
り

、
福

祉
に

携
わ

る
者

の
意

識
高

揚
及

び
県

民
の

福
祉

活
動

へ
の

理
解

を
促

進
す

る
た

め
、

県
民

総
合

福
祉

大
会

を
開

催
し

た
。

　
開

催
日

　
令

和
３

年
８

月
1
8
日

（
水

）
　

※
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
拡

大
の

影
響

に
よ

り
、

書
面

で
の

開
催

と
な

っ
た

。
＜

不
用

額
の

理
由

＞
書

面
開

催
に

伴
い

減
額

が
生

じ
た

た
め

。

　
認

知
症

高
齢

者
、

障
が

い
者

な
ど

判
断

能
力

が
十

分
で

な
い

方
が

、
福

祉
サ

ー
ビ

ス
な

ど
の

利
用

手
続

き
や

日
常

的
金

銭
管

理
な

ど
の

援
助

を
行

う
県

社
会

福
祉

協
議

会
の

事
業

経
費

に
対

し
助

成
を

行
っ

た
。

　
（

実
績

）
利

用
契

約
：

2
5
8
件

、
契

約
相

談
：

1
0
,
0
2
4
件

等

　
地

域
福

祉
を

推
進

す
る

た
め

、
地

域
で

の
支

え
愛

活
動

の
担

い
手

で
あ

る
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
の

養
成

・
確

保
、

養
成

し
た

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

の
活

動
に

つ
な

げ
る

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
ー

の
育

成
な

ど
の

事
業

や
、

幅
広

い
県

民
へ

の
福

祉
教

育
を

推
進

す
る

以
下

の
事

業
等

に
対

し
助

成
し

た
。

・
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
活

動
に

対
す

る
相

談
・

助
言

（
活

動
調

整
８

件
、

相
談

件
数

5
7
件

（
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
登

録
数

：
個

人
5
3
7
人

、
団

体
4
2
団

体
）

※
令

和
４

年
３

月
末

時
点

）
・

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
ー

養
成

研
修

開
催

　
等

　
◆

養
成

研
修

（
令

和
３

年
９

月
3
0
日

　
オ

ン
ラ

イ
ン

形
式

）
　

1
4
人

参
加

　
◆

市
町

村
社

協
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

ー
ス

キ
ル

ア
ッ

プ
研

修
（

令
和

３
年

1
0
月

1
5
日

　
倉

吉
体

育
文

化
会

館
）

　
1
1
人

参
加

・
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
体

験
事

業
　

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
拡

大
防

止
の

た
め

中
止

。
（

体
験

月
間

を
７

～
８

月
に

設
定

し
、

受
け

入
れ

施
設

は
短

期
（

１
回

の
み

）
1
7
1
施

設
・

継
続

（
複

数
回

）
7
8
施

設
。

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

申
し

込
み

は
短

期
5
7
2
人

（
う

ち
高

校
生

5
0
2
人

）
・

継
続

1
5
人

（
高

校
生

）
、

決
定

は
短

期
4
5
9
人

（
う

ち
高

校
生

4
1
3人

）
・

継
続

2
5
人

（
高

校
生

）
だ

っ
た

。
）

　
高

齢
者

等
が

権
利

侵
害

へ
の

適
切

な
対

応
や

成
年

後
見

制
度

等
の

支
援

を
受

け
る

こ
と

に
よ

り
、

住
み

慣
れ

た
地

域
で

安
心

・
安

全
な

生
活

が
継

続
さ

れ
る

よ
う

、
弁

護
士

、
社

会
福

祉
士

等
の

専
門

人
材

に
よ

る
権

利
擁

護
に

関
す

る
相

談
か

ら
支

援
ま

で
の

一
元

的
・

専
門

的
な

支
援

体
制

を
整

え
る

た
め

、
成

年
後

見
支

援
セ

ン
タ

ー
の

運
営

を
支

援
し

、
高

齢
者

等
を

社
会

全
体

で
支

え
る

取
組

を
実

施
し

た
。

＜
実

施
状

況
＞

・
高

齢
者

等
の

権
利

侵
害

へ
の

適
切

な
対

応
や

成
年

後
見

制
度

の
支

援
を

行
う

た
め

、
各

圏
域

に
設

置
さ

れ
た

成
年

後
見

支
援

セ
ン

タ
ー

へ
補

助
を

行
っ

た
。

・
成

年
後

見
制

度
、

虐
待

防
止

等
の

権
利

擁
護

に
関

わ
る

相
談

、
成

年
後

見
制

度
の

申
立

支
援

、
普

及
啓

発
活

動
、

法
人

後
見

の
受

任
等

の
事

業
実

践
を

実
施

し
た

。
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救
護

事
業

費
9
2
0
,
0
0
0

0
0

0
9
2
0
,
0
0
0

6
5
2
,
9
6
4

0
2
6
7
,
0
3
6

7
1
%

市
町

村
包

括
的

福
祉

支
援

体
制

整
備

推
進

事
業

7
,
3
1
9
,
0
0
0

△
 
3
,
6
0
0
,
0
0
0

0
△

 
1
,
0
1
6
,
0
0
0

2
,
7
0
3
,
0
0
0

7
4
4
,
2
7
5

0
1
,
9
5
8
,
7
2
5

2
8
%

（
主

）
生

活
困

窮
者

に
係

る
総

合
支

援
事

業
6
1
,
2
6
6
,
0
0
0

0
0

5
2
8
,
2
4
3

6
1
,
7
9
4
,
2
4
3

5
6
,
7
6
3
,
3
4
6

0
5
,
0
3
0
,
8
9
7

9
2
%
「

６
主

な
事

業
に

関
す

る
調

べ
」

に
記

載

子
ど

も
の

貧
困

対
策

総
合

支
援

事
業

1
5
,
5
1
3
,
0
0
0

0
0

5
6
1
,
0
0
0

1
6
,
0
7
4
,
0
0
0

1
4
,
5
5
2
,
0
0
0

0
1
,
5
2
2
,
0
0
0

9
1
%

子
ど

も
と

家
庭

の
生

活
・

相
談

支
援

拠
点

サ
ポ

ー
ト

事
業

0
1
1
,
5
9
5
,
0
0
0

0
0

1
1
,
5
9
5
,
0
0
0

0
1
1
,
5
94
,
0
0
0

1
,
0
0
0

0
%

低
所

得
者

等
に

係
る

中
間

的
就

労
支

援
推

進
事

業
7
,
9
4
2
,
0
0
0

0
0

0
7
,
9
4
2
,
0
0
0

7
,
9
4
1
,
6
6
6

0
3
3
4

1
0
0
%

①
子

ど
も

の
居

場
所

づ
く

り
支

援
事

業
　

低
所

得
世

帯
や

ひ
と

り
親

家
庭

等
の

子
ど

も
た

ち
の

社
会

性
、

規
則

正
し

い
生

活
習

慣
の

獲
得

、
世

帯
の

孤
立

防
止

等
を

推
進

す
る

た
め

、
居

場
所

づ
く
り

を
行

う
市

町
村

に
対

し
て

、
初

期
経

費
や

運
営

費
に

つ
い

て
補

助
し

た
。

（
交

付
市

町
村

）
鳥

取
市

、
米

子
市

、
岩

美
町

、
智

頭
町

、
八

頭
町

、
南

部
町

②
と

っ
と

り
子

ど
も

未
来

サ
ポ

ー
ト

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

活
動

支
援

事
業

　
全

県
的

な
居

場
所

の
増

設
や

取
組

充
実

を
図

る
た

め
、

こ
ど

も
食

堂
等

の
居

場
所

づ
く

り
の

関
係

団
体

で
構

成
す

る
「

と
っ

と
り

子
ど

も
の

居
場

所
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
”

え
ん

た
く

”
」

に
対

す
る

活
動

経
費

を
補

助
し

た
。

③
学

習
支

援
充

実
事

業
補

助
金

・
市

町
村

に
対

し
て

、
子

ど
も

の
学

習
支

援
事

業
に

つ
い

て
国

庫
補

助
で

は
対

象
と

な
ら

な
い

経
費

（
生

活
困

窮
世

帯
だ

け
で

な
く

一
般

世
帯

も
含

め
た

世
帯

横
断

の
学

習
支

援
に

お
け

る
一

般
世

帯
に

対
す

る
経

費
等

）
を

助
成

し
た

。
（

助
成

先
：

倉
吉

市
、

岩
美

町
、

琴
浦

町
、

日
吉

津
村

）
・

市
町

村
の

福
祉

部
局

及
び

教
育

部
局

と
の

「
子

ど
も

の
学

び
の

環
境

等
低

所
得

者
対

策
推

進
連

絡
会

議
」

に
つ

い
て

、
連

絡
会

及
び

シ
ン

ポ
ジ

ウ
ム

「
困
難

の
あ

る
子

ど
も

の
支

援
の

た
め

に
、

地
域

に
お

け
る

子
ど

も
の

学
び

の
環

境
づ

く
り

や
福

祉
と

教
育

の
協

働
を

考
え

る
」

を
開

催
し

た
。

（
R
４

.
２

.
９

）
＜

流
用

額
＞

5
6
1
,
0
0
0
円

は
民

生
委

員
費

か
ら

流
用

　
低

所
得

者
等

の
就

労
を

支
援

す
る

た
め

に
、

中
間

的
就

労
事

業
所

育
成

員
を

配
置

し
、

企
業

等
中

間
的

就
労

協
力

事
業

所
の

開
拓

及
び

マ
ッ

チ
ン

グ
の

促
進

に
取

り
組

ん
だ

。
・

協
力

事
業

所
数

 
2
7
8
事

業
所

（
R
４

.
３

末
）

・
マ

ッ
チ

ン
グ

件
数

（
R
４

.
３

末
）

　
4
6
件

（
う

ち
就

労
体

験
実

施
件

数
1
6
件

、
企

業
見

学
実

施
件

数
3
2
件

）

　
行

旅
死

亡
人

等
の

埋
葬

等
を

行
っ

た
３

市
、

１
町

（
６

件
）

に
対

し
て

、
埋

葬
等

に
要

し
た

経
費

を
支

弁
し

た
。

　
困

窮
・

介
護

・
障

が
い

・
子

ど
も

な
ど

の
分

野
に

か
か

わ
ら

ず
、

横
断

的
に

課
題

を
受

け
止

め
、

個
別

支
援

か
ら

見
え

て
く

る
課

題
に

も
対

応
で

き
る

包
括

的
な

支
援

体
制

整
備

に
つ

い
て

、
包

括
的

支
援

体
制

整
備

推
進

員
（

１
名

）
の

配
置

、
専

門
家

等
で

構
成

す
る

推
進

チ
ー

ム
（

５
名

）
に

よ
る

助
言

等
、

各
種

研
修

会
等

の
開

催
、

世
帯

訪
問

調
査

等
に

対
す

る
支

援
な

ど
に

よ
り

、
個

々
の

市
町

村
に

応
じ

た
体

制
整

備
を

後
押

し
し

た
。

＜
不

用
額

の
理

由
＞

市
町

村
に

対
す

る
世

帯
訪

問
調

査
等

支
援

事
業

補
助

金
に

つ
い

て
、

補
助

実
績

が
見

込
み

よ
り

も
少

な
か

っ
た

こ
と

等
の

た
め

。
＜

流
用

額
＞

7
1
6
,
0
0
0
円

は
生

活
困

窮
者

に
係

る
総

合
支

援
事

業
に

流
用

3
0
0
,
0
0
0
円

は
福

祉
保

健
部

管
理

運
営

費
（

民
生

費
）

に
流

用

＜
流

用
額

＞
7
1
6
,
0
0
0
円

は
市

町
村

包
括

的
福

祉
支

援
体

制
整

備
推

進
事

業
か

ら
流

用
1
8
7
,
7
5
7
円

は
福

祉
保

健
部

管
理

運
営

費
（

民
生

費
）

に
流

用

　
家

庭
や

学
校

に
居

場
所

が
な

い
学

齢
期

以
降

の
子

ど
も

や
そ

の
世

帯
を

総
合

的
に

支
援

す
る

こ
と

を
目

的
と

し
て

、
生

活
習

慣
の

形
成

や
学

習
支

援
、

進
路

等
の

相
談

支
援

、
食

事
の

提
供

に
加

え
て

、
教

員
資

格
な

ど
を

有
す

る
専

門
職

を
配

置
し

て
、

子
ど

も
・

家
庭

の
状

況
を

ア
セ

ス
メ

ン
ト

し
、

関
係

機
関

へ
の

つ
な

ぎ
を

行
な

う
子

ど
も

の
居

場
所

づ
く

り
に

取
り

組
む

市
町

村
に

対
し

て
、

整
備

費
を

助
成

す
る

。
＜

繰
越

理
由

＞
米

子
市

が
行

う
子

ど
も

の
居

場
所

整
備

に
つ

い
て

、
年

度
内

完
了

が
困

難
で

あ
る

た
め

。
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鳥
取

県
社

会
福

祉
事

業
包

括
支

援
事

業
2
9
,
9
7
2
,
0
0
0

△
 
9
,
6
1
9
,
0
0
0

0
0

2
0
,
3
5
3
,
0
0
0

1
6
,
5
2
7
,
1
5
8

0
3
,
8
2
5
,
8
4
2

8
1
%

福
祉

保
健

部
管

理
運

営
費

（
民

生
費

）
1
7
,
8
1
3
,
0
0
0

0
0

1
,
2
5
5
,
2
7
6

1
9
,
0
6
8
,
2
7
6

1
7
,
7
2
4
,
9
4
2

0
1
,
3
4
3
,
3
3
4

9
3
%

生
活

福
祉

資
金

緊
急

貸
付

事
業

0
3
,
1
0
6
,
0
7
0
,
0
0
0

0
0

3
,
1
0
6
,
0
7
0
,
0
0
0

3
,
1
0
6
,
0
7
0
,
0
0
0

0
0

1
0
0
%

新
型

コ
ロ

ナ
生

活
困

窮
者

自
立

支
援

事
業

0
7
3
,
2
0
0
,
0
0
0

0
0

7
3
,
2
0
0
,
0
0
0

1
,
9
4
0
,
0
0
0

6
9
,
6
00
,
0
0
0

1
,
6
6
0
,
0
0
0

3
%

【
燃

油
高

騰
対

策
】

生
活

者
支

援
事

業
0

1
5
,
0
0
0
,
0
0
0

0
0

1
5
,
0
0
0
,
0
0
0

1
4
,
1
6
3
,
0
0
0

8
3
7
,
0
0
0

9
4
%

生
活

困
窮

者
に

係
る

総
合

支
援

拡
充

事
業

0
4
0
,
0
0
0
,
0
0
0

0
0

4
0
,
0
0
0
,
0
0
0

0
4
0
,
0
00
,
0
0
0

0
0
%

　
単

県
で

支
援

を
行

っ
て

い
た

施
策

に
つ

い
て

、
よ

り
現

場
の

ニ
ー

ズ
に

即
し

た
取

組
に

な
る

よ
う

補
助

制
度

を
改

め
、

常
日

頃
か

ら
各

種
社

会
福

祉
団

体
と

接
し

て
お

り
、

現
場

の
ニ

ー
ズ

を
十

分
把

握
し

て
い

る
県

社
会

福
祉

協
議

会
を

窓
口

と
し

て
団

体
等

へ
の

補
助

を
行

っ
た

。
県

は
県

社
会

福
祉

協
議

会
が

各
種

団
体

の
支

援
に

必
要

と
な

る
経

費
を

全
額

支
援

負
担

し
た

。

■
社

会
福

祉
審

議
会

　
鳥

取
県

社
会

福
祉

審
議

会
に

、
民

生
委

員
専

門
分

科
会

、
児

童
福

祉
専

門
分

科
会

等
を

設
け

、
社

会
福

祉
の

諸
問

題
に

つ
い

て
審

議
を

行
っ

た
。

■
福

祉
職

員
の

専
門

性
向

上
事

業
　

県
の

福
祉

関
係

職
員

の
資

質
の

向
上

を
図

る
た

め
、

国
立

保
健

医
療

科
学

院
等

へ
の

職
員

派
遣

の
ほ

か
、

職
場

外
研

修
へ

の
自

主
的

な
参

加
を

支
援

し
た
。

■
社

会
福

祉
統

計
調

査
費

　
社

会
福

祉
行

政
推

進
に

当
た

っ
て

の
基

礎
資

料
を

得
る

た
め

、
国

民
生

活
基

礎
調

査
（

所
得

票
）

、
福

祉
行

政
報

告
例

に
よ

る
社

会
福

祉
統

計
調

査
等

を
実

施
し

た
。

■
管

理
運

営
費

　
福

祉
保

健
部

・
課

の
各

種
企

画
調

整
・

対
応

に
係

る
業

務
や

予
算

・
決

算
・

各
種

庶
務

業
務

を
行

っ
た

。
＜

流
用

額
＞

5
6
4
,
0
0
0
円

は
民

生
委

員
費

に
流

用
3
0
0
,
0
0
0
円

は
市

町
村

包
括

的
福

祉
支

援
体

制
整

備
推

進
事

業
か

ら
流

用
4
5
3
,
0
0
0
円

は
災

害
時

に
お

け
る

福
祉

支
援

機
能

強
化

事
業

か
ら

流
用

8
3
4
,
1
8
9
円

は
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

入
院

患
者

家
族

支
援

強
化

事
業

か
ら

流
用

1
8
7
,
7
5
7
円

は
生

活
困

窮
者

に
係

る
総

合
支

援
事

業
か

ら
流

用
4
4
,
3
3
0
円

は
心

の
バ

リ
ア

フ
リ

ー
推

進
事

業
か

ら
流

用

　
低

所
得

者
、

離
職

者
等

に
対

し
、

必
要

な
資

金
の

貸
付

と
相

談
支

援
を

行
う

生
活

福
祉

資
金

貸
付

事
業

に
つ

い
て

、
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
の

影
響

を
受

け
た

世
帯

へ
の

対
象

拡
大

に
伴

い
、

貸
付

件
数

が
増

加
し

て
い

る
た

め
、

実
施

主
体

で
あ

る
県

社
会

福
祉

協
議

会
に

対
し

、
貸

付
原

資
を

補
助

し
た

。

　
新

型
コ

ロ
ナ

の
長

期
化

に
伴

い
、

生
活

福
祉

資
金

の
特

例
貸

付
の

借
入

が
限

度
額

に
達

し
て

い
る

な
ど

、
さ

ら
な

る
借

入
が

で
き

な
く

な
っ

た
困

窮
世

帯
に

対
し

給
付

金
を

給
付

し
た

。
＜

繰
越

理
由

＞
給

付
金

の
支

給
が

年
度

内
に

完
了

し
な

か
っ

た
た

め
。

　
燃

油
価

格
の

高
騰

を
受

け
て

、
低

所
得

者
に

対
し

て
灯

油
購

入
費

等
の

助
成

を
行

う
市

町
村

に
補

助
金

を
交

付
し

た
。

　
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
の

影
響

に
よ

り
生

活
に

課
題

を
抱

え
る

方
（

生
活

困
窮

な
ど

）
へ

の
支

援
に

つ
い

て
、

地
域

の
実

情
に

応
じ

て
自

立
相

談
支

援
機

能
の

拡
充

・
強

化
な

ど
を

行
う

市
町

村
等

に
対

し
て

必
要

と
な

る
経

費
を

補
助

し
た

。
＜

繰
越

理
由

＞
国

の
「

コ
ロ

ナ
克

服
・

新
時

代
開

拓
の

た
め

の
経

済
対

策
」

に
基

づ
く

「
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
セ

ー
フ

テ
ィ

ネ
ッ

ト
強

化
交

付
金

」
を

活
用

し
前
倒

し
で

予
算

化
し

た
た

め
。
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(
3
7
,
1
8
4
,
0
0
0
)

(
3
7
,
1
8
4
,
0
0
0
)

(
1
7
,
3
8
2
,
0
0
0
)

(
1
9
,
8
0
2
,
0
0
0
)

0
0

3
7
,
1
8
4
,
0
0
0

0
3
7
,
1
8
4
,
0
0
0

1
7
,
3
8
2
,
0
0
0

0
1
9
,
8
0
2
,
0
0
0

4
7
%

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
入

院
患

者
家

族
支

援
事

業
7
,
0
0
0
,
0
0
0

0
0

6
8
2
,
6
0
1

7
,
6
8
2
,
6
0
1

6
,
4
7
8
,
4
3
8

0
1
,
2
0
4
,
1
6
3

8
4
%

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
入

院
患

者
家

族
支

援
強

化
事

業
0

6
,
7
8
6
,
0
0
0

0
△

 
1
,
5
1
6
,
7
9
0

5
,
2
6
9
,
2
1
0

0
0

5
,
2
6
9
,
2
1
0

0
%

県
立

福
祉

人
材

研
修

セ
ン

タ
ー

基
金

造
成

補
助

事
業

0
1
,
7
1
5
,
0
0
0

0
0

1
,
7
1
5
,
0
0
0

1
,
7
1
5
,
0
0
0

0
0

1
0
0
%

(
3
7
,
1
8
4
,
0
0
0
)

(
3
7
,
1
8
4
,
0
0
0
)

(
1
7
,
3
8
2
,
0
0
0
)

(
1
9
,
8
0
2
,
0
0
0
)

1
,
3
3
2
,
6
4
3
,
0
0
0

3
,
2
3
9
,
7
8
4
,
0
0
0

3
7
,
1
8
4
,
0
0
0

1
,
2
8
5
,
0
0
0

4
,
6
1
0
,
8
9
6
,
0
0
0

4
,
3
4
9
,
4
8
8
,
0
2
7

1
2
1,
1
9
4
,
0
0
0

1
4
0
,
2
1
3
,
9
7
3

9
4
%

＜
不

用
額

の
理

由
＞

上
半

期
の

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
入

院
患

者
家

族
支

援
事

業
の

支
出

実
績

が
当

初
想

定
し

て
い

た
年

間
予

算
額

に
ほ

ぼ
達

す
る

懸
念

が
あ

っ
た

も
の

の
、

1
1月

議
会

で
の

補
正

後
に

は
感

染
拡

大
が

落
ち

着
き

、
本

事
業

の
利

用
が

な
か

っ
た

た
め

。
＜

流
用

額
＞

6
8
2
,
6
0
1
円

は
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

入
院

患
者

家
族

支
援

事
業

に
流

用
8
3
4
,
1
8
9
円

は
福

祉
保

健
部

管
理

運
営

費
（

民
生

費
）

に
流

用

　
日

常
生

活
で

見
守

り
や

介
護

が
必

要
な

児
童

、
高

齢
者

や
障

が
い

者
な

ど
の

要
支

援
者

が
い

る
家

庭
で

、
生

活
支

援
を

行
っ

て
い

る
家

族
が

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
に

感
染

し
て

入
院

等
を

行
う

場
合

に
、

県
立

施
設

で
の

預
か

り
や

介
助

者
の

派
遣

等
必

要
な

支
援

を
行

っ
た

。
＜

流
用

額
＞

6
8
2
,
6
0
1
円

は
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

入
院

患
者

家
族

支
援

強
化

事
業

か
ら

流
用

生
活

困
窮

者
に

係
る

総
合

支
援

拡
充

事
業

　
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
の

影
響

に
よ

り
生

活
に

課
題

を
抱

え
る

方
（

生
活

困
窮

な
ど

）
へ

の
支

援
に

つ
い

て
、

地
域

の
実

情
に

応
じ

て
自

立
相

談
支

援
機

能
の

拡
充

・
強

化
な

ど
を

行
う

市
町

村
等

に
対

し
て

必
要

と
な

る
経

費
を

補
助

し
た

。
＜

不
用

額
の

理
由

＞
市

町
村

の
体

制
強

化
等

に
係

る
補

助
金

に
つ

い
て

、
補

助
実

績
が

見
込

み
よ

り
も

少
な

か
っ

た
た

め
。

目
　

　
　

　
計

　
指

定
管

理
施

設
で

あ
る

県
立

福
祉

人
材

研
修

セ
ン

タ
ー

の
令

和
元

年
度

の
委

託
料

余
剰

金
を

全
額

県
に

返
還

さ
せ

、
経

営
努

力
に

よ
ら

な
い

額
を

控
除

し
た

額
を

、
指

定
管

理
者

で
あ

る
県

社
会

福
祉

協
議

会
が

地
域

福
祉

の
推

進
事

業
の

た
め

造
成

し
た

基
金

に
対

し
補

助
し

た
。
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（
遺

家
族

等
援

護
費

）
戦

傷
病

者
戦

没
者

遺
族

等
援

護
事

業
1
3
,
7
7
0
,
0
0
0

0
0

0
1
3
,
7
7
0
,
0
0
0

6
,
3
7
6
,
2
9
2

0
7
,
3
9
3
,
7
0
8

4
6
%

目
　

　
　

　
計

1
3
,
7
7
0
,
0
0
0

0
0

0
1
3
,
7
7
0
,
0
0
0

6
,
3
7
6
,
2
9
2

0
7
,
3
9
3
,
7
0
8

4
6
%

（
４

）
恩

給
等

事
務

処
理

費
　

旧
軍

人
・

軍
属

の
普

通
恩

給
、

一
時

恩
給

等
制

度
に

係
る

各
種

相
談

等
に

応
じ

た
。

　
旧

軍
人

軍
歴

に
関

す
る

証
明

を
行

っ
た

。
　

　
軍

歴
証

明
　

受
付

・
交

付
件

数
　

　
2
4
件

＜
不

用
額

の
理

由
＞

特
別

弔
慰

金
事

務
処

理
に

係
る

経
費

の
減

、
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

拡
大

の
影

響
で

補
助

事
業

が
未

実
施

等
の

理
由

の
た

め
。

（
２

）
戦

傷
病

者
遺

族
等

援
護

事
業

　
特

別
援

護
法

に
基

づ
く

療
養

給
付

、
補

装
具

の
支

給
及

び
修

理
、

戦
傷

病
者

手
帳

及
び

J
R
乗

車
券

引
換

証
の

交
付

を
行

っ
た

。

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
（

注
）

療
養

給
付

に
つ

い
て

は
、

国
費

で
直

接
支

払
先

に
支

払
わ

れ
る

。

　
各

種
特

別
給

付
金

（
特

別
弔

慰
金

）
支

給
法

に
基

づ
く

給
付

金
等

の
審

査
及

び
裁

定
を

行
っ

た
。

　
　

戦
傷

病
者

妻
特

別
給

付
金

　
８

件
　

　
戦

没
者

妻
特

別
給

付
金

　
　

１
件

　
　

戦
没

者
遺

族
特

別
弔

慰
金

　
3
,
2
1
5
件

（
３

）
中

国
残

留
邦

人
等

支
援

事
業

　
中

国
残

留
邦

人
に

対
す

る
支

援
給

付
に

つ
い

て
、

実
施

主
体

で
あ

る
鳥

取
市

に
対

し
て

書
面

監
査

、
米

子
市

に
対

し
て

実
地

監
査

を
行

っ
た

。

（
１

）
戦

没
者

慰
霊

等
援

護
事

業
　

戦
没

者
の

慰
霊

行
事

を
行

う
と

と
も

に
、

旧
陸

軍
墓

地
、

因
伯

の
塔

の
維

持
管

理
等

を
行

っ
た

。

１
　

全
国

戦
没

者
追

悼
式

　
R
３

.
８

.
1
5
　

東
京

　
日

本
武

道
館

（
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

拡
大

の
影

響
で

最
終

的
に

県
内

出
席

者
な

し
）

２
　

鳥
取

県
戦

没
者

慰
霊

祭
　

R
３

.
1
0
.
1
4
　

米
子

市
文

化
ホ

ー
ル

（
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

拡
大

の
影

響
で

規
模

を
縮

小
し

て
開

催
）

３
　

旧
陸

軍
墓

地
慰

霊
祭

　
R
３

.
９

.
６

（
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

拡
大

の
影

響
で

規
模

を
縮

小
し

て
開

催
）

４
　

沖
縄

「
因

伯
の

塔
」

慰
霊

祭
　

R
３

.
1
1
.
４

　
沖

縄
県

糸
満

市
（

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
拡

大
の

影
響

で
中

止
）

５
　

鳥
取

県
遺

族
会

補
助

金
　

4
2
3
,
2
5
9
円

　
　

　
補

助
先

　
（

一
財

）
鳥

取
県

遺
族

会

戦
傷

病
者

手
帳

及
び

Ｊ
Ｒ

乗
車

券
引

換
証

の
交

付
状

況

　
　

甲
種

 -
 -

 -
 -

 -
0
 -

 -
2
 -

 -
 -

 -
 -

2

　
　

乙
種

 -
 -

 -
 -

 -
6
 -

 -
2
 -

 -
 -

 -
 -

8

合
計

第
３

款
症

第
４

款
症

第
５

款
症

目
症

第
６

項
症

第
７

項
症

第
１

款
症

第
２

款
症

第
５

項
症

障
  
害

 の

程
度

区
分

特
別

項
症

第
１

項
症

第
２

項
症

第
３

項
症

第
４

項
症

療
養

給
付

等
の

状
況

件
　

数
金

　
額

　
療

養
の

給
付

０
件

０
円

　
補

装
具

の
交

付
（
修

理
）

０
件

０
円
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（
児

童
福

祉
総

務
費

）

職
員

人
件

費
1
,
5
1
8
,
6
7
8
,
0
0
0

△
 
1
2
5
,
4
5
8
,
0
0
0

0
0

1
,
3
9
3
,
2
2
0
,
0
0
0

1
,
3
4
4
,
4
3
3
,
1
9
5

0
4
8
,
7
8
6
,
8
0
5

9
6
%

子
ど

も
発

達
支

援
課

７
人

皆
成

学
園

6
0
人

総
合

療
育

セ
ン

タ
ー

9
7
人

鳥
取

療
育

園
1
7
人

中
部

療
育

園
1
0
人

合
計

1
9
1
人

目
　

　
　

　
計

1
,
5
1
8
,
6
7
8
,
0
0
0

△
 
1
2
5
,
4
5
8
,
0
0
0

0
0

1
,
3
9
3
,
2
2
0
,
0
0
0

1
,
3
4
4
,
4
3
3
,
1
9
5

0
4
8
,
7
8
6
,
8
0
5

9
6
%

（
生

活
保

護
総

務
費

）

職
員

人
件

費
8
6
,
8
9
4
,
0
0
0

1
0
,
2
6
6
,
0
0
0

0
0

9
7
,
1
6
0
,
0
0
0

8
2
,
6
1
7
,
2
4
2

0
1
4
,
5
4
2
,
7
5
8

8
5
%

福
祉

保
健

課
２

人
福

祉
監

査
指

導
課

４
人

中
部

総
合

事
務

所
県

民
福

祉
局

２
人

西
部

総
合

事
務

所
県

民
福

祉
局

４
人

合
計

1
2
人

目
　

　
　

　
計

8
6
,
8
9
4
,
0
0
0

1
0
,
2
6
6
,
0
0
0

0
0

9
7
,
1
6
0
,
0
0
0

8
2
,
6
1
7
,
2
4
2

0
1
4
,
5
4
2
,
7
5
8

8
5
%

（
救

助
費

）

救
助

費
2
,
4
0
0
,
0
0
0

0
0

△
 
2
9
,
5
1
2

2
,
3
7
0
,
4
8
8

0
0

2
,
3
7
0
,
4
8
8

0
%

被
災

者
生

活
復

興
支

援
貸

付
事

業
（

災
害

援
護

資
金

利
子

補
給

事
業

）

9
3
,
0
0
0

0
0

0
9
3
,
0
0
0

9
0
,
0
8
1

0
2
,
9
1
9

9
7
%

被
災

者
生

活
応

急
応

援
事

業
（

救
助

費
）

0
1
3
,
4
4
5
,
0
0
0

0
0

1
3
,
4
4
5
,
0
0
0

1
1
,
3
7
3
,
0
5
1

0
2
,
0
7
1
,
9
4
9

8
5
%

目
　

　
　

　
計

2
,
4
9
3
,
0
0
0

1
3
,
4
4
5
,
0
0
0

0
△

 
2
9
,
5
1
2

1
5
,
9
0
8
,
4
8
8

1
1
,
4
6
3
,
1
3
2

0
4
,
4
4
5
,
3
5
6

7
2
%

（
備

蓄
費

）

備
蓄

費
2
,
5
3
5
,
0
0
0

0
0

2
9
,
5
1
2

2
,
5
6
4
,
5
1
2

2
,
5
6
4
,
5
1
2

0
0

1
0
0
%

目
　

　
　

　
計

2
,
5
3
5
,
0
0
0

0
0

2
9
,
5
1
2

2
,
5
6
4
,
5
1
2

2
,
5
6
4
,
5
1
2

0
0

1
0
0
%

　
災

害
救

助
法

に
係

る
事

務
を

行
っ

た
。

＜
不

用
額

の
理

由
＞

災
害

見
舞

金
、

生
活

支
援

資
金

等
の

支
出

実
績

が
な

か
っ

た
た

め
。

＜
流

用
額

＞
2
9
,
5
1
2
円

は
備

蓄
費

に
流

用

　
災

害
救

助
法

の
規

定
に

基
づ

き
、

災
害

救
助

基
金

の
積

み
立

て
を

行
っ

た
。

＜
流

用
額

＞
2
9
,
5
1
2
円

は
救

助
費

か
ら

流
用

　
鳥

取
県

中
部

地
震

に
伴

う
災

害
援

護
資

金
貸

付
事

業
に

つ
い

て
、

償
還

に
係

る
利

子
相

当
額

の
利

子
補

給
を

行
う

市
町

に
対

し
、

利
子

相
当

額
の

２
分

の
１

の
補

助
を

行
っ

た
。

　
災

害
救

助
法

が
適

用
さ

れ
た

鳥
取

市
に

救
助

に
要

し
た

経
費

の
支

出
を

行
っ

た
。

（
令

和
３

年
７

月
大

雨
災

害
）

　
ま

た
、

入
所

施
設

を
運

営
す

る
社

会
福

祉
法

人
等

及
び

有
床

の
医

療
施

設
の

設
置

者
が

行
う

非
常

用
自

家
発

電
機

の
購

入
に

要
す

る
費

用
に

対
し

、
3
2
件
の

補
助

を
行

っ
た

。
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（
公

衆
衛

生
総

務
費

）

職
員

人
件

費
2
2
5
,
3
1
1
,
0
0
0

3
4
,
0
7
3
,
0
0
0

0
0

2
5
9
,
3
8
4
,
0
0
0

2
3
5
,
7
4
9
,
3
6
1

0
2
3
,
6
3
4
,
6
3
9

9
1
%

福
祉

保
健

課
４

人
障

が
い

福
祉

課
２

人
健

康
政

策
課

1
3
人

精
神

保
健

福
祉

セ
ン

タ
ー

1
0
人

合
計

2
9
人

衛
生

統
計

費
2
,
6
6
4
,
0
0
0

0
0

1
3
2
,
0
0
0

2
,
7
9
6
,
0
0
0

1
,
6
4
7
,
4
1
0

0
1
,
1
4
8
,
5
9
0

5
9
%

原
爆

被
爆

者
保

護
費

1
0
2
,
3
8
7
,
0
0
0

0
0

0
1
0
2
,
3
8
7
,
0
0
0

8
9
,
1
8
7
,
5
6
7

0
1
3
,
1
9
9
,
4
3
3

8
7
%

　
保

健
衛

生
行

政
推

進
に

当
た

っ
て

の
基

礎
資

料
を

得
る

た
め

、
次

の
調

査
を

実
施

す
る

と
と

も
に

、
令

和
元

年
度

に
構

築
し

た
人

口
動

態
調

査
集

計
シ

ス
テ

ム
の

保
守

等
業

務
を

行
っ

た
。

・
人

口
動

態
調

査
（

毎
月

）
、

衛
生

行
政

報
告

例
（

年
度

報
）

等
の

各
種

調
査

＜
不

用
額

の
理

由
＞

国
民

生
活

基
礎

調
査

の
対

象
地

区
や

、
人

口
動

態
調

査
に

係
る

報
告

件
数

が
見

込
み

よ
り

少
な

か
っ

た
た

め
。

＜
流

用
額

＞
1
3
2
,
0
0
0
円

は
健

康
政

策
課

（
コ

コ
カ

ラ
げ

ん
き

鳥
取

県
推

進
事

業
）

か
ら

流
用

１
　

被
爆

者
健

康
手

帳
を

交
付

す
る

と
と

も
に

、
手

帳
所

持
者

に
対

し
て

は
年

２
回

の
定

期
健

康
診

断
及

び
年

１
回

の
希

望
に

よ
る

が
ん

検
診

を
実

施
し

、
そ

の
結

果
必

要
に

応
じ

て
精

密
検

査
を

実
施

し
た

。

２
　

原
子

爆
弾

の
傷

害
作

用
に

よ
る

影
響

を
受

け
、

今
な

お
特

別
の

状
態

に
あ

る
者

に
対

し
、

各
種

手
当

を
支

給
し

た
。

３
　

鳥
取

県
原

爆
被

害
者

協
議

会
補

助
金

　
5
0
0
,
0
0
0
円

４
　

原
爆

死
没

者
慰

霊
等

事
業

補
助

金
　

　
5
2
0
,
0
0
0
円

＜
不

用
額

の
理

由
＞

　
各

種
手

当
や

葬
祭

料
の

支
給

等
に

つ
い

て
、

見
込

み
よ

り
少

な
か

っ
た

た
め

。

健
康

診
断

受
診

状
況

（
延

べ
受

診
者

数
）

　
　

定
期

　
定

期
外

一
般

検
査

8
2

0
8
8

1
7
0

精
密

検
査

4
0

0
4

　
　

区
　

分
　

　
が

ん
　

　
　

　
　

　
　

一
般

　
　

合
計

手
帳

被
交

付
者

数
（単

位
：人

）

被
爆

者
健

康
手

帳
19

0
0

0
2

0
0

26
16

6

健
康

診
断

受
給

者
証

3
0

0
0

0
0

1
2

※
「異

動
」は

健
康

診
断

受
診

者
証

か
ら

被
爆

者
健

康
手

帳
へ

の
異

動
に

関
す

る
も

の
。

新
規

交
付

前
年

度
末

　
　

　
　

　
　

増
　

　
　

　
　

　
減

　
　

　
区

　
　

　
　

分
本

年
度

末
異

動
転

入
異

動
転

出
死

亡

手
当

支
給

状
況

（
支

給
人

員
は

延
べ

人
員

）
　

　
　

　
　

　
　

(単
位

：
人

・
円

）

対
象

者
数

2
1

1
6
6

7
1

支
給

人
員

1
4

1
0

1
,9

1
4

8
2

1
2

　
　

金
額

1
,9

9
0
,3

8
0

5
2
5
,0

0
0

6
6
,9

3
2
,5

8
0

1
,8

2
1
,7

4
0

2
6
7
,8

4
0

4
,8

6
7
,0

0
0

医
療

特
別

手
当

特
別

手
当

健
康

管
理

手
当

2
3

保
健

手
当

介
護

手
当

葬
祭

料
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福
祉

保
健

部
管

理
運

営
費

（
衛

生
費

）
8
1
,
0
0
0

0
0

0
8
1
,
0
0
0

8
1
,
0
0
0

0
0

1
0
0
%

目
　

　
　

　
計

3
3
0
,
4
4
3
,
0
0
0

3
4
,
0
7
3
,
0
0
0

0
1
3
2
,
0
0
0

3
6
4
,
6
4
8
,
0
0
0

3
2
6
,
6
6
5
,
3
3
8

0
3
7
,
9
8
2
,
6
6
2

9
0
%

（
母

子
衛

生
費

）

優
生

手
術

被
害

者
支

援
事

業
6
0
0
,
0
0
0

0
0

0
6
0
0
,
0
0
0

0
0

6
0
0
,
0
0
0

0
%

目
　

　
　

　
計

6
0
0
,
0
0
0

0
0

0
6
0
0
,
0
0
0

0
0

6
0
0
,
0
0
0

0
%

（
保

健
所

費
）

職
員

人
件

費
5
4
4
,
4
3
8
,
0
0
0

7
1
,
9
7
8
,
0
0
0

0
△

 
1
7
5
,
5
9
1
,
4
4
2

4
4
0
,
8
2
4
,
5
5
8

4
1
4
,
9
5
0
,
0
3
7

0
2
5
,
8
7
4
,
5
2
1

9
4
%

倉
吉

保
健

所
1
8
人

米
子

保
健

所
2
8
人

合
計

4
6
人

＜
流

用
額

＞
1
7
5
,
5
5
1
,
4
4
2
円

は
保

健
所

機
能

等
体

制
強

化
事

業
に

流
用

4
0
,
0
0
0
円

は
指

導
管

理
費

に
流

用

指
導

管
理

費
5
9
,
0
0
0

0
0

4
0
,
0
0
0

9
9
,
0
0
0

8
9
,
0
0
0

0
1
0
,
0
0
0

9
0
%

保
健

所
機

能
等

体
制

強
化

事
業

7
4
,
1
9
9
,
0
0
0

1
0
,
0
0
0
,
0
0
0

0
1
7
1
,
3
7
9
,
1
8
4

2
5
5
,
5
7
8
,
1
8
4

1
2
6
,
4
1
8
,
6
1
0

0
1
2
9
,
1
5
9
,
5
7
4

4
9
%

感
染

症
対

策
人

材
強

化
事

業
4
7
,
2
0
0
,
0
0
0

0
0

0
4
7
,
2
0
0
,
0
0
0

4
5
,
0
9
2
,
1
7
6

0
2
,
1
0
7
,
8
2
4

9
6
%

　
衛

生
行

政
に

関
す

る
都

道
府

県
及

び
指

定
都

市
間

の
連

携
を

緊
密

に
し

、
衛

生
行

政
の

円
滑

な
推

進
を

図
る

こ
と

を
目

的
と

し
て

加
入

し
て

い
る

全
国

衛
生

部
長

会
の

会
費

を
負

担
し

た
。

＜
不

用
額

の
理

由
＞

旧
優

生
保

護
法

に
よ

る
優

生
手

術
の

被
害

者
に

つ
い

て
、

事
実

確
認

の
た

め
に

必
要

と
な

る
医

師
の

診
察

や
心

の
ケ

ア
の

た
め

に
必

要
と

な
る

費
用

、
訴

訟
へ

の
参

加
を

希
望

さ
れ

る
場

合
の

旅
費

や
介

助
等

の
費

用
、

県
の

面
談

を
受

け
る

た
め

に
必

要
な

介
助

費
用

を
補

助
す

る
こ

と
と

し
て

い
た

が
、

補
助

事
業

の
利

用
者

が
な

か
っ

た
。

（
聴

覚
障

が
い

者
相

談
員

や
手

話
通

訳
者

な
ど

を
利

用
す

る
費

用
は

、
こ

の
補

助
事

業
に

依
ら

ず
県

が
直

接
費

用
を

負
担

し
て

い
る

。
）

　
鳥

取
大

学
に

公
衆

衛
生

対
策

強
化

緊
急

事
業

を
委

託
し

、
公

衆
衛

生
行

政
の

充
実

と
公

衆
衛

生
医

師
不

足
の

解
消

を
図

る
体

制
を

構
築

す
る

と
と

も
に

、
感

染
症

対
策

に
貢

献
で

き
る

専
門

的
知

識
を

有
し

た
人

材
育

成
等

の
た

め
寄

附
講

座
を

設
置

し
た

。

　
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
対

応
を

目
的

と
し

て
、

嘱
託

医
、

保
健

師
（

元
保

健
所

職
員

等
）

、
看

護
師

等
を

雇
用

し
た

。
＜

不
用

額
の

理
由

＞
宿

泊
療

養
施

設
の

稼
働

状
況

等
が

想
定

よ
り

少
な

か
っ

た
た

め
。

＜
流

用
額

＞
1
7
5
,
5
5
1
,
4
4
2
円

は
職

員
人

件
費

（
保

健
所

費
）

か
ら

流
用

2
,
9
1
3
,
4
1
1
円

は
中

部
総

合
事

務
所

倉
吉

保
健

所
運

営
費

に
流

用
1
,
2
5
8
,
8
4
7
円

は
西

部
総

合
事

務
所

米
子

保
健

所
運

営
費

に
流

用

　
保

健
所

活
動

の
推

進
と

保
健

所
相

互
の

連
携

を
図

る
こ

と
を

目
的

と
し

て
加

入
し

て
い

る
全

国
保

健
所

長
会

の
会

費
や

、
本

県
の

公
衆

衛
生

医
師

が
社

会
医

学
系

専
門

医
制

度
に

お
け

る
専

門
医

・
指

導
医

の
登

録
を

行
う

た
め

に
必

要
な

経
費

を
負

担
し

た
。

＜
流

用
額

＞
4
0
,
0
0
0
円

は
職

員
人

件
費

（
保

健
所

費
）

か
ら

流
用
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中
部

総
合

事
務

所
倉

吉
保

健
所

運
営

費
5
,
9
1
8
,
0
0
0

0
0

2
,
9
1
3
,
4
1
1

8
,
8
3
1
,
4
1
1

8
,
7
0
3
,
6
3
4

0
1
2
7
,
7
7
7

9
9
%

西
部

総
合

事
務

所
米

子
保

健
所

運
営

費
2
6
,
4
8
1
,
0
0
0

0
0

1
,
2
5
8
,
8
4
7

2
7
,
7
3
9
,
8
4
7

2
4
,
0
3
6
,
9
6
2

0
3
,
7
0
2
,
8
8
5

8
7
%

目
　

　
　

　
計

6
9
8
,
2
9
5
,
0
0
0

8
1
,
9
7
8
,
0
0
0

0
0

7
8
0
,
2
7
3
,
0
0
0

6
1
9
,
2
9
0
,
4
1
9

0
1
6
0
,
9
8
2
,
5
8
1

7
9
%

（
医

薬
総

務
費

）

職
員

人
件

費
7
5
2
,
7
6
9
,
0
0
0

8
1
,
6
7
5
,
0
0
0

0
0

8
3
4
,
4
4
4
,
0
0
0

8
1
0
,
4
9
3
,
3
9
8

0
2
3
,
9
5
0
,
6
0
2

9
7
%

医
療

政
策

課
1
7
人

医
療

・
保

険
課

８
人

鳥
取

看
護

専
門

学
校

９
人

倉
吉

総
合

看
護

専
門

学
校

2
2
人

合
計

5
6
人

目
　

　
　

　
計

7
5
2
,
7
6
9
,
0
0
0

8
1
,
6
7
5
,
0
0
0

0
0

8
3
4
,
4
4
4
,
0
0
0

8
1
0
,
4
9
3
,
3
9
8

0
2
3
,
9
5
0
,
6
0
2

9
7
%

（
薬

務
費

）

西
部

総
合

事
務

所
米

子
保

健
所

医
薬

業
務

費
6
0
,
0
0
0

0
△

 
6
0
,
0
0
0

0
0

0
0

0
%

医
療

・
保

険
課

で
執

行

目
　

　
　

　
計

6
0
,
0
0
0

0
0

△
 
6
0
,
0
0
0

0
0

0
0

0
%

(
3
7
,
1
8
4
,
0
0
0
)

(
3
7
,
1
8
4
,
0
0
0
)

(
1
7
,
3
8
2
,
0
0
0
)

(
1
9
,
8
0
2
,
0
0
0
)

4
,
8
5
2
,
1
8
0
,
0
0
0

6
,
4
9
7
,
9
8
3
,
0
0
0

3
7
,
1
8
4
,
0
0
0

6
3
,
3
5
0
,
1
4
9

1
1
,
4
5
0
,
6
9
7
,
1
4
9

1
0
,
8
5
7
,
5
0
2
,
7
6
8

1
2
1,
1
9
4
,
0
0
0

4
7
2
,
0
0
0
,
3
8
1

9
5
%

８
　

予
備

費
の

充
用

調
べ

該
当

な
し

９
　

現
金

の
取

扱
状

況
（

１
）

現
金

取
扱

状
況

該
当

な
し

（
２

）
つ

り
銭

の
状

況
該

当
な

し

　
米

子
保

健
所

の
管

理
運

営
を

行
う

と
と

も
に

、
地

域
住

民
の

健
康

相
談

、
衛

生
試

験
検

査
、

保
健

師
に

よ
る

地
域

活
動

等
の

事
業

を
行

っ
た

。
＜

流
用

額
＞

1
,
2
5
8
,
8
4
7
円

は
保

健
所

機
能

等
体

制
強

化
事

業
か

ら
流

用

　
倉

吉
保

健
所

の
管

理
運

営
を

行
う

と
と

も
に

、
地

域
住

民
の

健
康

相
談

、
衛

生
試

験
検

査
、

保
健

師
に

よ
る

地
域

活
動

等
の

事
業

を
行

っ
た

。
＜

流
用

額
＞

2
,
9
1
3
,
4
1
1
円

は
保

健
所

機
能

等
体

制
強

化
事

業
か

ら
流

用

合
　

　
　

　
計
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１
０

　
財

産
に

関
す

る
調

べ
　

（
１

）
公

有
財

産
　

　
ア

　
土

　
地

　
面

積
（
㎡

）
価

額
（
円

）
増

減
別

異
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（２）金券類の保有状況
ア　金券の保有状況

有　・　無

イ　タクシーチケットの保有状況
（令和４年３月３１日現在）

県外分

県内分

（３）基　金
（令和４年３月３１日現在）

（４）債　権
決算資料提出データベースに掲出済

枚
56

購　入　枚　数 使用枚数及び金額
本　　年　　度　　中

前年度末未使用枚数

60枚
67,120円

枚

本年度末未
使用枚数

備考

36枚

85枚
40

枚 枚 22枚
107 0 71,900円

備　　考

2,564,512 0 267,884,221

2,564,512 0 270,577,359
2,693,138 0 0 2,693,138 救助毛布1,291枚

種　　別

合　　計

円円円円
災害救助基金（預金）
災害救助基金（物資）

265,319,709

本年度末
本　年　度　中
増 減

前年度末

268,012,847
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１２　借受不動産明細調べ　該当なし

１３　職員駐車場の管理状況調べ

（１）　管理状況 （令和４年３月３１日現在）

行政財産

　（２）　減免の考え方
該当なし

　（３）　使用料の見直し
該当なし

１４　寄附物件の受納状況調べ　該当なし

鳥取市伏野1729-5 12.5 1,131

１５　備品の処分状況調べ　該当なし

財産の区分 所　　在　　地
１ 区 画 の 面 積 貸付（使用）料（月額）

（㎡） (円）
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